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イモリの姿勢3
前回の振り返り
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次回　 イモリの姿勢4（歩行）

　骨格が変わると、その骨に付着する骨格筋の
形態も変わります。
　肩帯と腰帯の下部が大きく下がったことによ
り、四肢の下面に大きな筋肉をつけられるよう
になりました。この筋肉は屈筋であり、主に四
肢を曲げるためにはたらきます。また、屈筋と
対をなす伸筋（足を持ち上げるなど）の発達も
ありました。
　屈筋や伸筋が魚類の頃に比べてよく発達した
おかげで、四足歩行が可能になりました。

　両生類や爬虫類の歩行は、哺乳類とはか
なり異なります。両生類、爬虫類の肘と膝
は外に向かって突き出しており、そのた
め、背骨を左右にくねらせながら歩行して
います。哺乳類は、原始的な哺乳類から進
化していく中で、四肢を伸ばして体幹の下
に持ってきたので、背骨をくねらせること
なく歩行することができています。哺乳類
すげー！
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例 : ヒトの屈筋と伸筋
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哺乳類はこの形態のおかげで
とんだりはねたりすることができる


